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お わ り に

ⅠⅠⅠ 東北振興会の開発構想

1 ｢東北振興に関する意見書｣

前章で考察した渋沢 .益田の東北開発論の影響 も受けなが ら,東北振興会で

は 『基誕調査』l)を行なった上で,具体的政策構想 として ｢意見書｣ヱ)がま とめ

あげ られるO本章では, この ｢意見書｣の内容をWF]介 ･検討 し,会 として0)開

発静を検討 しておきたいo

｢貰見害｣は大 きく分けて三つO-)部分か らなっているO

第一C')部分では,①特別｣也価修正,④酒造税法の改正,檀)家音の鉄道運賃軽

1) 東北振興会は設立直枚から｢調査括動｣を行ない,その成果を『東北振興会調査報告』として
1915年4月以降発表したCこれは.｢甲部｣･｢ZJ部｣の二郎14冊からなる｡｢甲部｣は,①総論,
(む農業,①=業,④蚕糸業,④畜産業,①林業.①水産業,㊥鉱業,⑨通運,⑳結締cr)各分野毎
に一冊宛統計的報告がなされている｡また｢乙部｣は4冊からなり,東北振興会での5人の落涙
記録をまとめている(浅野源吾 『東北振興史』上挽 1938年,216頁以下)0
2) 『同上舎』301頁:JJl下に所収されているO
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減,④蚕業教師設置費国庫補助というような,国家予算上の意見がまとめられ

ているO以下,各々についてその内容を見ていくことにしよう.

①特別地価修正｡この要求の意図は,先の渋沢の議論 と同様に,現下の地価

が東北の土地生産力と比較 して著しく割高になっており,地価修正する必巽性

があるという点であったOつまり,東北の土地所有者の税負担軽減が第-にあ

げられたのである3)O

㊤酒造税法の改正｡ここでは ｢現行酒造税法中二焼酎ノ原料 tシテ甘藷ヲ認

ムルモ馬鈴薯-此ノ中二合有セザルナ リ｣ という認識から,東北の ｢好適農産

物｣である馬鈴薯の ｢酒精及焼酉山 の醸造に対 して,奨励と数年間の税金免除

を要求している｡

④家畜の鉄道運賃軽減O東北地方は畜産に適応した地域であるが,現在では

養豚を中心にむしろ ｢退歩憤向｣にあるOその-困は ｢豚ノ需要市場遠ク之ヲ

輸送スルニノ､運賃ノ高率ナルガ為二之ガ利益ヲ減殺セラルル｣ ところにあると

して,東北畜産業発展のために輸送費の軽減を要求したのである｡

④蚕業教師設置費国庫補助｡前述の益田孝の東北振興諭及び生産調査会の中

心的主張であった養蚕業振興の対政府要求である｡この蚕業教師は ｢蚕業ノ経

営及技術｣の ｢進歩ヲ促ガス為郡市町村ヲンテ養蚕組合ヲ設ナシメ,桑園ノ栽

培,蚕種ノ購入,貯蔵及催青,椎蚕飼育,甫販売等ノ共同経営並こ養蚕ノ実地

指導ヲナス｣ことを目的としていた｡

第二の部分では,渋沢も強調していた国有林野問題に触れている｡｢意見書｣

は, ｢東北地方産業ノ不振ナル其原田--シテ足ラズ ト錐モ共土地フ地方国民

二利用スルヲ許サザルガ如キモ其ノ有カナルモノ-数フルヲ得べシ｣ と問題の

所在を明らかにした上で,東北地方の ｢土地ノ所有状態｣を他地方と比較する｡

全国平均は国有地三割五分,民有地六割四分であるのに対し,｢東北-四割七

分ノ国有地二幣カザルヲ得ずルナ リ｣ と述べている｡｢意見書｣では,このよ

3) 東北からの地価修正要求は,明治未年から活発化し.たとえば岩手県議会では1909(明治42)午
11月29Elに｢地租軽減こ関スル意見書｣を採択している(『岩手県議会史』第2亀 1961年,466
貢).詳しくは西川秋雄｢東北壬琵興問題｣(『日本籍業発達史Jl第7巻,1955年)415頁参照｡
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うな状態が何故形成されたかは触れられていないが,多 くはさきに渋沢も述べ

ていた維新期の政治制裁的土曲 奪に起因 していた4,0

｢意見書｣は,肖有林野問題について次の四点を要求 しているO(む東北地方

a)国有及御料林に対 し貸付又は売払をなすべき土地を測量し且つそO-)土地の植

林 ･開墾 .牧畜等に適するか否かをき監定するため,臨時調査に関する技術官を

設置すること,@上述の調査を行なった場合,植林 ･開墾 ･牧畜等の適地を画

し,それを公表すること,(否前項の土地は国有林野法に依 り急速に処分す るこ

と,(む勧業銀行に低利資金を表付 し,之を以て東北地方の開拓に要する資金 と

して二十人以上の阻合等を組.織 し,開墾 .牧畜 ･植林を為す者に対 し,低利の

長期貸付をなす事｡これ らの国有林野返還論は,すでに1880年代から東北各地

で要求運動化していたものであった5)0

｢意見善｣の最後の部分は,｢東北拓殖会社設立要項｣であるOこのような

会社設立案は,渋沢や益田の東北開発論では触れられていなかったが,実は素

北振興会設立当初か ら原敬 と高橋是清のところで考えられていたO『原敬ET記』

によれば,1913年 9月22日に東北振興のための大会社を起こす ということで原

と高橋 との間で合意が出来てお り6㌔ 翌年の11月初めには原が東北振興会役員

との懇談会で次のような素案を出 している｡｢ ･又拓殖兼物産会社の如 きも

の設立 して,第一,東北地方の物産の販路を開 きて売捌をなす事,第二,会社

自ら開墾其他相当の事業をなす事,第三,低利の資本を供給する車 と云うが如

4) 西川即 j:.明治初頭の官公民有地区分による部落共有地･入会林野の国有地化が,東北におい
ては量的にも(東北では林地の63パーセ/トまでが国有地であり,全国平均の46パーセ/トをは
るかに上回1ているだけでなく全国の国有林地の52パーセントまでが東北に集中していた), 質
的にも(東北の農家経営にとっては不可欠な共有地の収奪).農相経済に大きな打撃を与え,農
民層の没落に拍車をかけたと述べている(西川 ｢同上論文｣398貢)｡同時に,山林の商品化の遅
れにもとっく｢所有権意識｣の低さが土地収奪を容易にした背景であったと考えられる(戒能通
孝『小梨事件』1964年など参頗)a
5) 国有林地の返還運動は.すでに1880年頃から持続的に行なわれていた(西川｢前掲論文｣412
頁)｡岩手県議会でも1910(明治43)年12月13日に ｢国有林野無償交付方要望ノ件｣という｢意
見杏｣が採択されている(前掲『岩手県議会史』第2巻,466貫).
6) 『原敬日記』罪3巻,337頁に,｢高橋蔵相来訪 彼は ･･･東北振興に付ては大会社を起して
其事業を進むるを可とすとて熱Mこ賛成せり｣ (中略.岡田)とある(
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き目的を立て具体的に着手すべし,夫が為には会社を興すことを可とする｣7),

そして一層詳細な見込書作成を渋沢に依板したとお り,おそらくそれを下敷に,

ここでの ｢設立安額｣がまとめられたものと考えられるO

｢葵項｣に即して,会社の設立 目的を見ると,次のとおりであったO ｢由来

東北地JJ土地広ク開拓スべキ場所多シト班七人u希薄-シテ労力乏シキ/憾ア

リ依テ内地殖民ヲブシ之フシテ開拓-従事セシムルヲ急要ナリlス｡又東北地

方-概シテ金利高クシテ資本ヲ得/i-難ク且ツ生産セル物産モ運輸突通不便二

シテ市場 卜遠ザカリ,之-如フル二販売機関乏ンキヲ以テ利得薄ク殊-貨物産

出ノ数量:多ケレパ販路忽チ閉塞ン為-其ノ事業ヲ挫折セシムルニ至ル,是t/東

北地方ノ不振ヲ来ス有カナル原田 T,認ムo又東北地方-常二勤倹ノ風二乏シク

ー朝凶荒二際会スレバ飢餓-迫ル者頻出スルノ嫌アリ依テ平素二於テ相当ノ方

法ヲ以テ備荒貯蓄ヲナスノ助成与フルノ必要アリト信ズ故二以上ノ欠陥ヲ補ヒ

東北地方ノ振興ヲ囲ルEl的ヲ以テ東北拓殖会社ヲ創設セムトス｣. ここでは,

先の原敬の素案とは順序は異なるものの,内容的には①開拓による内地殖民①

販売磯田(訓字蓄 (金融)の三点が同様に指摘されているO

また, ｢設立要項｣によれは,①会社資本金 1,000万円,①株式は ｢東北地

方及汎クー般ノ経済界ヨl)募集｣, @政府は役員の選任 ･営業行為に対し他の

特殊会社と同様の監督権限をもつと同時に,④5分の配当補償及び債券発行を

許可するものとされた｡

さらに,営業内容は以下の9分野にわたって構想されている｡①農業,(む拓

殖金の貸付,④肥料種苗及農具の購入及貸付,伝)生産物の製造及販売,@移住

民の募集及分配,④土地の売買及貸借,〔ら土地の経営及管理,④建築物の製造

売買及貸借こ,@救荒予備資金の積立代弁 (札 政府の許可をうけ,附帯事業と

して水産 ･lLr林その他拓殖_ト仇蟹な事業も含むO)

以上のような東北拓殖会社構想は, おそら く東洋拓殖株式会社 (1908年設

立)の影響をうけたものであろう｡けだし,東洋拓殖株式会社は当初,朝鮮に

7) 『同｣二等』1第4巻.63:頁｡
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おける農林業を主体とする拓殖資金の供給と拓殖事業の経営を目的に創立され

たものであり8), 東北拓殖会社の方はいわばその国内版 ･東北版と言ってよいo

Lかも開発方式としては,開拓 ･開墾を中心とした農業開発路線がとられてい

ることが特徴的である9㌔ このような農業開発重視は,基本的には当時の軽=

業中心の工業発展段階に規定され工業化路線をとりようもなかったことによっ

ていたが,特三珠的には生産調査会U)IAJ地食糧増産政策に沿うものであったD

最後に,東北振興会の ｢意見書｣を全体として特徴づけるならば,第一の基

調は,患業 ･農地開発を重視していたことにあるoしかし,のちの1931･34年

の大凶作時に東北住民から提示されたような米の品種改良 .冷害対韓要求は,

東北振興会では積極的には取 りあげられなかった｡むしろそれらは東北の農業

試験場などで地道に研究開発されていったのである∩ これは,東北振興会が,

東北住民の立場に立って振興対策を立てたのではなく,東京の大ブルジョアシ

ーの立場で構想を練ったことの当然の結果であったoLかし,籍二に,対政府

要求を見ると,地価 ･林野問題などで地主的利害-の配慮が色濃 く出ていた｡

これによって東北振興会が東北のどの層に依拠しようとしていたかが明らかと

なろう｡このことは政友会各県支部の政策内容と照らして見れば一層明白であ

るOたとえば,政友会福島県支部総会 (1913年12月7日)では,東北地価修正,

国有林野の市町村 ･民間への下波 ･下房を政府に対して決議してい るの で あ

る10)O第三に,実際に東北開発を推進する主体としては,地主よりもむしろ特

殊会社である東北拓殖会社に多くが求められた.東北振興会の面々が中央プル

ジョ7ジ-であることに配意すれば,彼等が食糧問題解決という国策に乗じな

がら,国に5分O-)配当を補供させることによって安全有利な投資枚会創出を狙

っていたと容易に想像することができる｡

8) 企画院研究会『国策会社の本質と機能』1944年,124品
9) 大正期の特殊会社構想は農業開発会社として考えられていたが,1940年代｢東北振興事業｣
おける特殊会計-東北J兜業株式会社及び東北振興電力株式会社は.豆工業開発路線の下で構想
突現されていった｡
10) 『政友』第162号,1913年12月,44貢｡
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2 東北拓殖会社構想の流産

次に,東北振興会の振興策の枢要点 と目される ｢東北拓殖会社｣の設立運動

とその挫折にいたる経過について見ておきたい｡

すでに述べたように東北拓殖会社構想自体は早 くから存在していたが,それ

が現実味をもって登場 してくるのは,米騒動の余韻さめやらぬ1919 (大止 8)

年 1月のことである11)O渋沢栄一は,時の首相原敬を1月6Elに訪ね, ｢東北

振興二関スル拓殖会社設立ノ事｣について相談 し,その後 1月半ばまで東北振

興会内部で会社構想を練 り上げていく｡しかし, 1月23日に ｢国産奨励会｣の

武居守正が渋沢を訪ね,彼等の側にも開墾会社設立構想があることを告げ,両

会社葉の合同を前提に,2月いっぱい原敬を交えて三者協議を継続するに至るO

その結見 3月初旬には ｢帝国開墾株式会社 l案がまとまり,帝国議会に上程

される12)｡同案によれば,会社は 3,000万円の資本金からなり,払込資本金に

対 し年 8分の政府補給金を受けることになっていた｡政府側は会社設立と国庫

補助の趣旨として,すでに同議会で審議中であった開墾助成法の実をあげるた

桝 こ開墾専門の大会社をつくり,開墾事業を大規模に行ない,開墾地を農民に

安 く供給 しようというものだと説明している13)o

Lか し,この会社への国庫補助秦については衆議院で大もめし,貴族院にま

わされたものの日程が足 りないということで不成立に終わってしまう｡衆議院

ではどのような点が問題になったのであろうか｡議会での反対派は憲政会 と国

民党であったが,彼等は第-に,この秦は会社発起人になっている一部の ｢大

富豪｣を富ませるだけである事 (開墾事業の独占,開墾助成法の補助金と会社

補給金の二重取 りによって), 節_に,開墾助成法案は単に ｢食糧危 機｣を解

決するためだけではなく,自作農創設による地主 ･小作関係の安定を図る ｢社

会政策｣的意義をあわせてもっており,その意味で政府原案の ｢50町歩以上集

田地のみ｣ という条項を ｢5町歩以上｣ と議会で修正したのだが,今回の会社

ll) 『析沢栄一伝記資料』籍54巻,206貢｡
12) 『同上書』.207頁｡

13) 『第41回帝国議会衆議院議事速記録』,第27号,1919年3月22日,4JI9頁o
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案はこの理念に反し大規模開墾をEl的としてお り極めて矛盾 していること,の

二点を主要な論拠に反対 した14)0

こうして特殊会社-帝国開墾株式会社案は水泡に帰したが,渋沢等は開墾会

社設立をあきらめきれず,1919年6月初旬から ｢中央開墾株式会社｣設立にむ

けて活動を再開する1㌔ しか し,今回は政上付の補給金なし0),全 くC')民間会社

として設立 しようという構想であった｡その理由を,会社設立の中心人物の一

開墾せし土地を中流以下に対し殊更に安価にて売却 し,時には損失を招 くも意

とせず,即ち利益を且的とせざるものなりLも,今日は全然計画を換へ,酵巧

にて相当の利益を挙げんとするものなり｣ と述べている16)｡

ともかく,会社は資本金 3,000万円として株式募集を始めるのであるが,節

からの ｢反動恐慌｣の影響で1920年 9月には 1,000万円規模,そして10月には

750万円に計画を大幅に下方修正せざるをえなくなった｡ 資本金鋭模のみを見

ても当初の構想から大きく後退 したわけである17)｡しか も実際に経営にのり出

してからも, ｢事業計画ノ当時ノ､成功地ヲ時価ノ半衝以下二評価シ,充分ノ安

全ヲ期シタルツモ リナ リシガ,今日ノ地価-ヨリ以上こ低落シ,小作争議紛々

クルノ結果-,成功地ヲ小作二附スルコトモ,又ノ､買入ヲ求ムルコトモ覚東ナ

キノ感ア')｣川)という社長説明にもうかがわれるように, 事業はあま りうまく

いかなかった｡

さらに,東北振興 という点から見ても,この会社の 開墾地 は, 丸亀 ･浜名

湖 ･北海道 日高 ･福岡県行橋 ･印播沼であF),東北oL)開墾地は皆無であった19'

ことからわかるように,当初の ｢東北拓殖会社構想｣から大 きくかけ離れた経

営内容であった｡けだし, ｢収益｣を目的 とする限 り,東北の土地は市場た り

4) 『同上嘗』,450-460頁0

5) 『渋沢巣-伝記資料』顔54巻,222京以下参府｡

6) 『同上畜』,224頁｡

7) 『同上杏』,255貢｡

8) 『同上畜』,265頁｡
9) 同上｡
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えず,その当然の結果といえる｡

以上のように,東北拓殖会社構想は,米騒動による ｢食糧危機｣の時期には

もてはやされたが,それ以後はほとんど陽の目を見ることはなかったOこれは,

恐慌による資本家の投資活動の減退,米作の改良 ･冷害対策の進歩2D)によって

東北の凶作がたまたまこU-)時期に発生 しなかったことにもよるが,いま一つ注

目すべき問題 として,東北振興会の運動団体 としての性格の変容,すなわち中

央ブルジョアジーの会-の関わ り方の後退 と会内部での京北 ｢実業家｣層の台

頭があったU次に,この点について言及 しよう.

ⅠⅤ 東北振興会の性格変容

ここでの課題は,東北振興会の性格変容の具体相と,それが何故ひきおこさ

れたかを明らかにすることであるOそうすることによって,大正期 フルジョア

ジーの東北振興会運動の限界と昭和期東北振興運動への展望 もおのず と明らか

になってこよう｡

1 東北振興会の変容過程

東北振興会の最初で最大の仕事は,会設立年 (1913年)の東北 ･九州凶作の

義損括動であるO渋沢ら東北振興会役員は, ｢東北凶作敦済準備会｣ とともに,

1914年 1月 ｢東北九州災害救済会｣ (総裁-松方正義,副総裁-渋沢栄一 ･大

岡育造)を設立 し,主に義損金募集の活動を行なった 21㌔

救済事業 と並行して,会創立当初においては,先述のような ｢東北振興基礎

調査｣やそれに基づいた ｢意見書｣の発表, 渋沢会頭 の東北視察 (1917年10

月)など活発な活動を展開した｡

20) 大正期の東北農業生産力の増大は,特に品種改良と金肥使用の進展によってもたらされた｡前
者の代表例としては.1920年奥羽試験地で育成された｢陸羽132号｣などがあり,米質･耐病･
耐肥 多収件で画定日的な前進がはかられた｡詳しくは,農林大臣官房調査課『東北廃業生産力の
展開』,1954年.参凧⊃
21) 詳細については,浅野『前掲賓』3-73頁参E照.
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しかし,1918年以降は,最大の企画であった ｢東北拓殖会社｣構想の流産も

あって,振興会の活動も,日の出セメント株式会社の設立や東京 ｢三越｣での

東北銘品陳列会に関係する位で,活動のボルテージは急速に下がっていったO

そこで1923年 5月28日には,東京で東北振興会役員と東北六県知事とが協議

会を閃き,｢今後尚は此会を存続すべきや否や｣について,卒直な討論を行な

うに至る22㌔ この場では振興会側の大倉委員が解散論を出したが,六県知事か

らの強い希望もあり,会o)存続発展を承認することになったoLかし,それに

は次oL)ような組織改革方irの確認がだきあわされた.｢一,文京並に地方に於

ける会員の増加を図る事,地方に於ては現在の会員の外当業者を多数に加入せ

しむる事,-,地方の金融 ･製綿 ･開墾事業に対し巡回指導 ･巡回批評,-

東京に於て銘産品陳列会の施行,東京に於ける六県共同販売所の設置｣D

この確認にそって,会則の改正が行なわれた.改TEの基本点は,第一に会の

R的が,当初の ｢産業振興｣と ｢福利増進｣から,後者が脱落し,東北六県の

｢産業ヲ振興｣することに絞られたこと,第二に,そのEl的を達成するために,

第三条で①物産の調査 ･販路の紹介及商況の通信,④金融の調査並紹介,⑨産

業の指導,④関係方面に対する意見の具汚私 ④産業に関する陳列会 ･共進会 ･

講話会及其他の集会を行なうこと,㊥依関雑誌を発行して会員に頒布すること,

⑦東京に物産陳列所を設置すること,⑧前各号の外産業上必要と認むる事項,

というように会規則の中に産業振興を中心とした具体的事業範田が明記された

ことである｡この点からも,振興会の従来の救済事業中心のあり方を大きく変

更 し,直接的な産業振興団体として位置付け直そうとしていたことが看取しえ

る｡籍三に,会員の構成も,東北各県に支部を設けることによって,従来の中

央プルジョ7ジー中心の構成から,東北実業家中心のそれに切り換えようとし

たこと (第二条)が特徴的であるD加えて,東北六県知事も会の顧問として振

興会内部での発言力を有することになった (第十条)O その結果,1924(大正

13)年現在の会員数は,東京47-名,大阪3名,神奈川6名に対し,福島43名,

22) 『同｣_奉』.310頁｡
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宮城29名,岩手36名,青森38名,山形34名,秋田27名というように, 東北 の

｢実業家｣が圧倒的多数を占めるに至 り,会の括動も再び盛 りあが りを見せ

る23)0

1924(大正13)年 8月には,東北振興協議会が開かれ ｢交通機関ノ完備,低

利資金ノ供給ブ目的 トスル特殊会社/設立｣を[̂J容とする建議と,鉄道省枕木

購入価格改正陳情 ･国有地貸ィ､J又は払下陳情の二件を採択した｡

さらに同年の秋には,はじめての東北振興会支部連合大会が楕島市で開かれ,

東北六県の会員や福島県の実業家 ･地方議員など約250名が参加した｡大会で

は,①銀行の合同に関する件,④電気事業の組織改善に関する件,伝)土地に対

する金融及土地の負担軽減に関する件,伝)開凹水路国営に関する件,(司輸出生

糸の取引国営に関する件 (前二者は振興会本部提出議案,後三者は福島県支部

が捷案)を主要議題に,活発な討論が行なわれた｡

ところが,この大会では,東北金融 ･電力業界の整理 ･統合を意図した本部

提案の①及び④の議案が東北側会員の反対で採決されるまでには至らず,東北

地元支部からの議案のみが可決されるという結果におわる24)Oこの事は,東北

振興会の主勢力が凍京のプルショアジーから東北地元の ｢実業家｣に移ったこ

とを鮮やかに意味していたOでは,｢実業家｣の台頭とは何を意味するのであ

ろうか｡この点を次に考察しよう｡

2 性格変容の基礎構造

第5表は,年次別に第三笹所得税寛頁別の人員数をまとめたものである｡これ

によると,1916年を環底値に,所得上位者数が急速に伸びていることがわかる｡

これらの所得増大が何によってもたらされたかを探るために第6蓑を作成して

みたO1920年までは主に農林業関係所得の増大がこれを支えているが,それ以

後はこの伸びが鈍化し,むしろ商業所得 ･給与所得などの伸びが目立つ｡米騒

23) 『同上書』.31513:以下に名簿がある0
24) 『同上書』,343貢以下参照C
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第5蓑 締三種所得税額別人員数の推移 (人)

(出所) 『仙台税務監督局統計書』 (各年次版)｡

動以後の米価値上が りによる農業所得の増大がベースにありつつも,1920年以

後は商品経済の浸透と非農業的労働市場の拡大による所得増大がその比重を増

していたのである｡後者の点は,東北における払込資本金の増加にも対応 して

いたo

さらに,営業税統計によって, ｢営業｣内容別に-営業場あたり税額の推移

を見てみi:うO第7表によれば,銀行業が抜群の位置をしめ,製造業が確実に

税折を上昇させていることが確認できるOこのように,1910年代後半から20年

代前半にかけての東北では,全国的水準には遠 く及ばないものの,その内部に

商工業と銀行業の成長が進展していたのであるO

以上の1うな東北経済の発展こそ,東北振興会の性格変容を根底で規定する



(出所) 第5蓑と同じ.

(注) ｢農林業｣とは統計分類上の｢EEl畑｣,｢貸宅地及貸家｣.｢山林伐採｣, ｢辰野其他土地｣,｢牧養業及採取業｣を合算したもり｡
同様に｢鉱工業｣-｢鉱某｣,｢工業｣,I｢給与｣-｢俸給給料手当歳費｣.｢諸給与J.｢労力｣とした.
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第7蓑 -営業場当り営業税額の推移 (円)

(rit所) 第5表 と同じ｡

ものであった0第 8表は,1926年現在東北振興会各県立郎所属会員の職業構成

を示 している｡ この表では,同一人物で もい くつかの職業を兼ねている者は各

各一人 として数えているので,総計数は実際の会員数 (191人) よりも大きく

なるが,会員の利害基盤を探るにはむ しろ便利であろう｡ これによると銀/rJl某

が全会員数の3分の1近 くを占め,次いで農業 ･商業 ･製造業 ･醸造業 ･地主

の旧 となっているはか,各級議員が30人 入1ているO地主の数は大変少なくな

っているが,会員名簿を大正13年 ｢五十町歩以上地主名簿｣25)と照会 して い く

25) 農林省農務局 ｢五十町歩以上の大地主 (名滞)｣1924年 (『目未盛装発達史』第7巻,所収)i,
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第8蓑 東北振興会会員の職

業構成 (A)

地 主

農 業

醸 造 業

貸 金 業

商 業

銀 行 業

製 造 業

運 送 業

官 吏

地 方 議 員

帝国議会議員

商工会議所議員

そ の 他

9

7
2
1
QU
6

3

2

ヮ一
lb

5

5

6

1

4
2

2
6

2

ュ

l

第 9表 土田家株式所有構成の推移

(出Wr) 岩本純明l東北水田単作地帯における地主経
済の展開｣(『土地制度史学』 第69号1975年10
月)44頁,末 7より作成D

(出所) 浅g5'源吾薪 『統計 卜j:b観た

る東北経済大観』,1926年｡

と,79人の氏名が五十町歩以上地主としてあがってくるDこれらのことから,

東北振興会会員は,その多くが地主的土地所有に基礎をおきながらも,銀行 ･

商業 ･製造業などを営むブルジョア的性格の濃い層であると推測しえる｡

たとえば,東北振興会会員の有力者の一人に秋田県の土田万助26)がいるO土

田家は500町歩地主であるが,他方で万助は羽後銀行 .秋EE]信託銀行の課取や

横荘鉄道の取締役などの企業活動を横極的に行なったり,政界に も村長 や村

会 ･郡会 .県会 ･貴族院 (1917年以降)の各議員として進出した人物であるO

この土田家の場合,1919年に有価証券投資が土地投資を上回り,以後急速に有

価証券投質を増大させ,反対に土地投資は急速に減じている27)｡しかも,1910

年代後半以降の有価証券投資先は,それまでの中央株中心か ら秋田県内の鉄

道 ･銀行 ･電力株-とその重心を大きく移していく (第 9表)｡ このような中

26) 土田'#の研究としては.岩本純的｢東北水田単作地帯における地主経済の展開｣(『土地制度史

学』舞69号,1975年ユ0月),及び清水洋二 ｢東北水田単作地帯における地主.小作関係の展開｣
(『J=地制度史学』第74号,1977年1月)がある｡ここでの記述は両論文に負うところが大きい0
27) 岩本 ｢前掲論文｣.42頁参鷹｡
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央株から東北株への地主有価証券投資の推移は,宮城県の斎藤 ･佐々木 .桜井

家にも認められることであり28),土田家の動向は決して例外ではなかった｡

したがって,1910年代末からの東北振興会の性格変容は,東北内部における

一定の資本主義的発展を背景とした ｢実業家｣層-資本家的地主層の台頭によ

るものであったといえよう｡また,これに加えて, ｢地方利益｣に訴えること

で議席を確保しようとした政党議員や党支部が, ｢普通選挙法｣などをにらみ

つつ,積極的に ｢東北振興｣活動に関与していったことも重要な点である脚0

お わ り に

1926年 7月23日,東北振興会協議義貞会は,27年 3月31日限 りで会を解散す

ることf/決定するSO)｡渋沢栄一は角咋散にあたり, ｢隷等は永年東北振興事業の

衝に当って来たが,他地方人として既に為すべきことを為した積 りである｡依

って此事業を地方出身の有力者に委譲し,其力に依って此大事業を期して貰い

たい｣ と述へ,東北振興会運動からの撤退を表明した81㌧

だが,浅野源吾をはじめ東北出身の会員は会の解散を遺憾に思い,第二次の

東北振興会を1927年 5月22日に設立する82)Dこの会は ｢会員を東北出身の貴衆

両院議員,県会議員,商工会議所議員,学者,実業家,市町村長,青年団長,

統合理事長等に求軌 之等自治団体の力を基礎として事 の実行 に 当 らん と

す｣Bnる組織であった.浅野によれば, ｢渋沢子爵の主宰した前東北振興会は

少数有力者で自ら事業に当らんとした｡現東北振興会は前者と反対に多数人の

精神的協力である与論の刀に依って,東北振興関越の解決を政府に迫 った｣34'

28) 詳細については,釈(谷隆一 ｢地主 ･高利貸金融の展開構造｣ (今田治爾滞 『東北地方金融の展
開と構造』,1978年,第1章),43貢以下参府｡

29) ｢地方利益欲求の噴出｣と政党地方組織の動向については.有泉貞夫 ｢明治国家と民衆統合｣
(岩波講座 『日本歴史』第17着,1976年).217真以下参照0

30) 浅野源吾 『前掲蛮』499瓦⊃
31) 『同上菩』, ｢自序 (視野源吾記)｣,13貢.
32) 第二次東北振興会については, 『東北振興史J]中巻 (1939年)及(A+下巻 (1940年)容 顔 ｡

33) 『東北振興史』.中巻,3貢0

34) 『同上雷』.｢自序｣,2瓦⊃
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点に,両会の大きな相違があった｡

中央の大ブルジョアジーが,当初は国策に乗じて投資機会創出をもくろみつ

つ実際には調査活動と救済事業に力点を置いた形で東北振興会に関与していた

ちのの,拓殖会社構想の挫折や ｢反動恐慌｣ ･東北に凶作がなかったことを背

景に,徐々に会から手を引き,かわって東北の実業家 ･政治家暦が自らの経済

的成長と普通選挙法制定への動きなどを背景に会の主導権を握るようになり,

会自体が地方産業振興団体的性格を濃くしていったことが確認できよう｡L卜矢

の大プルゾヨ7ジーと東北の実業家 -政治家層の利害とそれに基づく運動論が

一致しえなくなったところに会の解散と再建の理由があったのである85)U

純粋な地方産業振興要求団体として東北の超党派の政財界人を結集した第二

次東北振興会は,後の1931･34年東北大凶l作の際に活発な対政府要求運動をま

きおこし,政府に ｢東北振興事業｣を施策化させていく上で極めて大きな役割

を果たすことになるO

東北振興事業は,第一次東北振興会の特殊会社設立構想をうけつぎながらも,

開発方式としては電力開発と重化学工業化を主軸としており,第一次東北振興

会の農業開発路線とは著しく異なっていた｡しかも,この事業を通して大独占

体を中心に,渋沢も予想しなかったような中央資本の東北経済への画期的進出

が展開されていくことになる｡

1910年代と30年代後半の二つの開発方式の差異は,基本的にはその間の日本

資本主義の発展によって生み出されたが,それに加えて日本資本主義史上にお

ける:東北の位置の微妙な変化にも規定されていたといえる｡つまり,1910年代

の食糧問題 .蚕糸業育成策を背景にした農業開発地域としてO-)東北から,20年

代を通して植民地米が米穀市場において決定的な地位を確立し,｢総力戦｣に

むけて資源開発と重化学工業育成が国策的に必要となった1930年代後半の東北

へと,東北の日本帝国主義経済政策上での意義は変化していたのである｡中央

35) この間の中央のブルジョアジーと東北プルジョ7ジーとの対抗･従属関係についてのより詳細
な検討については,別の機会に試みたい.
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ブルジョアジーの東北への関わ り方 もまた, これによって変遷をとげたといえ

る｡

(付記) 本稿作成にあたって元内閣東北局書記官渡辺男次郎氏の御遺族及び東北開発株

式会社所蔵の貴重な資料を利用させて頂いたO記して謝意を表したいD

(1982年8月脱稿,11月補筆)


